
議 事 録

会議名 2025 世界拳法会連盟 Japan 全日本拳法会本部定時会議

日 時 2025 年 10 月 4 日 13:00～15:00
場 所 可美公園総合センター 研修室２

出席者
浅井先生（議長）、大橋千秋先生、大橋廣子先生、近田先生、西村環先生、西村美

紅先生、西村静流先生、山本先生、川端先生（進行）、高見（記録）

浅井隆夫本部長の挨拶ののち

2025IKKO Japan 定時会議（略称 5 段以上で選任された役員会 9 名で構成

され任期 2 年）出席 6 委任状 3 で会議は、成立し議長に浅井隆夫、議事録署

名人に山本敏雅、書記文書責任者に野澤侑樹が欠席のため高見裕行を選出し事

務局かわばたたかひろで議事に入った。

■議題内容
１．2025-2026 年度事業計画について

２．年間行事予定

３．各種連絡および申込について

４．その他

１．2025-2026 年度事業計画について
・別紙参照

・事業日程について、学校行事等と重複しないスケジュールにできないか？

→2026 年度の学校スケジュールは、未定。浜松・名古屋で差異もあるため重複さ

せないことは困難。IKKO 基準で日程作成し徹底させる。

容等を例年 10 月に実施する東海地区へ連絡できるため。

・IKKO で決定された事業計画が東海地区へ通達できていないのではないか？

→12 月の定時会議は 10 月の会議へ包括していく。（浅井本部長了承）

する。（山本）

・2026.11 月の国際武道大会（Nepal）については、世界拳法会連盟の承認を得て

いない。 →本資料は IKKOJapan 内での案であり、今後 2 月の総会で決議。

・第 51 回東海地区拳法選手権大会日程修正

8 月 5 日→8 月 2 日（日） 東海本部に提出

・茶道部の現状確認・2025WKC 収支？

→浜松／名古屋 会計統括は、浅井本部長が行っている。

→全日本拳法会本部の所属でよいのか。

【承諾】

・IKKO 定時会議は 12 月ではなく 10 月に実施した方が良いのではないか。事業内 【承認】

2026 年 12 月 19
日の定時会議は

廃止

→東海地区本部長が IKKO Japan 会議に参加し運営方針を理解実行できるように 【承諾】

【承諾】

【浅井承諾】

【要確認】

浅井承諾

浅井承諾



→会費は、取っているか？

（山本）

→正式な部会として補助金約 13 万円支出している。（大橋）

・オンライン参加された柳瀬より、茶道部に関して以下聞き取り

→経費等の精算は随時茶道部内で行っている。

人 11000 円）

→浜松地区・名古屋地区で各小支部があり、各支部数名程度が加入している。

・日本武道学会・障がい者武道協会について

→高齢化等により関係者の減少があったため、拳法会関係者を日本武道学会内に

参加させていく必要がある。

２．2025 世界拳法選手権大会報告
■反省と改善

・別紙参照
反省文番号

19.日本の国歌のみ開会式で流しても良いのか？

→開催国であるため問題ない。「開催国の国歌を流す」旨アナウンスする。

21.コート内で相手に背を見せない。（武道常在戦場の心得作法）

→下がる際は後ろ向きに奇数歩で下がる形とする

→反則等で「待て」となった際は、相手に向かって正座の姿勢で待つ。

22.各コートに対してビデオカメラを設置し、審判主任が管理する。NZ vs スペイン

仲裁をする証拠が必要。

浅井取ってない

→茶道部を正式な部会として継続させていくとなると収支報告など負担になる。 ・茶道部の組

織、決まりは、

左図に従う。

2025WKC レセ

→茶道部会員に対して会費（流派月謝）の徴収を行っている（子供 6500 円・大 プション経費に

ついては

IKKOJapan での

清算は、終わっ

ている。このよ

うなことがない

ように茶道部部

長が是正。

【承諾】

【承諾】

以後徹底

【承諾】

以後徹底

【承諾】

以後徹底



1.海外審判教育

→チュニジアの審判について、関係国びいきで公正でない場面が見られた。

を見直す必要がある。

・浜松市武道館の活用について

■2025 世界拳法選手権大会報告会計監査

・垂れ幕一回使用の経費について、無駄ではないか？他の手法につき質疑あり（近

田）

■全日本拳法会 2025 決算・2026 予算報告

・参照：資料２

・各道場 15 名の会員があるよう会員募集を行っていく必要がある

→東海地区、全日本（神穂）にて今後協議し改善を図る。

■役員及び事務局組織案

・資料１参照

→事務局員に古武家伸章先生（初段）を追加

→事務局員に大橋正康先生（四段）を追加

→デジタル委員会委員に大村優（五段）参画済み（名簿へ追記）

【事前講習会で

徹底】

→護身術の審判時の採点ポイント等が各国に提示できていないため、周知方法等 【事前講習会で

徹底】

【今後検討】

2027 年以降の選

手権大会等につ

いて武道館の利

用を検討。

東海地区へ確認

【承諾】

【承諾】

【承諾】



３．その他
■第 47 回武徳杯の反省と対策
反省文番号

12.ハンディの腕章が分かりにくい

→赤タスキを腕に巻くなどの対応を改善。

■昇級昇段審査料金改定について

・参照 資料６

令和 6 年度東海地区本部会議で、五級〜初段の登録料が見直された。

弐段以上の段位について登録料について、帯代金価格上昇のため見直しを行う必

要がある。

・帯メーカ（東洋）が色帯を作成しなくなったと情報あり。今後のルート等を検討

していく必要がある。

・幼年、女性部の審査費用（帯代含む）についても価格上昇を受けて今後検討が必

要。（大橋）  ※幼年部・女子紫帯は、各道場で管理

■近田孝夫副本部長より閉会の挨拶

役員 9 名中 6 人と参加者が少なかったが議論が行えたものと考える。

会の隆盛に向けて指導員の参加を引き続き促していきたい。

敬称略

以上

【今後検討】

高段者審査につ

いて帯代金等状

況を確認し今後

検討

【承諾】

以後徹底

【承諾】

備考）

                                      文責 高見裕行

                                

議事録署名人  山本 敏雅 ㊞  
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2025International Kenpo Kai 
Organization Japan Conference

2025世界拳法会連盟Japan
全日本拳法会本部

定時会議

令和7年10月4日 13：00～15：00

IKKO世界拳法会連盟 Japan
1

2025世界拳法会連盟会議
定時会議

式 次 第
全日本本部長 浅井隆夫挨拶
議長・議事録署名人選出

議 長 挨 拶
1号議案 2025年度2026年度事業計画の推移
2号議案 2025世界拳法選手権大会報告

1.反省と改善 2.収支報告 3.役 員
3号議案 その他 ・第47回武徳杯の反省と対策

・2025昇段昇級審査料改定
閉 会 近田孝夫副本部長
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1号議案 2025年度2026年度事業計画の推移
2025年度

10月19日 R7年度 武道徳育講習会
11月 2日 2025後期 昇段審査
12月20日 2025 IKKO Japan定時会議 （2026年度 事業計画案・予算案 直轄道場の目標達成等）

2026年度
2月 7日 IKKO Japan総会
5月24日 R8年度 前期武道徳育講習会
5月25日 2026全日本居合道・形選手権大会（世界居合道・形選手権大会）

・・・世界拳法会連盟主催 Online
8月 9日 第51回東海地区拳法選手権大会
8月23日 浴衣茶会（拳法会茶道部主催）
9月9・10日 日本武道学会・・・新案

10月 3日 2026 IKKO Japan定時会議
10月17日 （一社）障がい者武道総会・・・新案
10月18日 2026武道徳育講習会
11月 日 2026国際武道大会in Pokhara・・・ネパール拳法会本部・世界拳法会連盟後援

12月19日 2026 IKKO Japan定時会議

←高齢化により関係会員の減
少！新規会員として登録推進！
←

3

2号議案
2025世界拳法選手権大会報告

1.反省と改善 2.収支報告

1.反省と改善
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・東海大会は、浜松市武道館を活用したらどうでしょうか？マットはあるしス
ポットクラーもあります。とても良い環境と思いました。スポットクラーですが
あまり役に立たないので減らしたらどうでしょう。

7

2号議案
2025世界拳法選手権大会報告 2.収支報告

8
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2号議案 役員および事務局 組織案

• 事務局に広島の古武家先生を推薦します。

3号議案 その他
武徳杯併に第47回東海地区拳法優勝大会 反省

9

2025昇段昇級審査料改定
2024.10.19東海地区本部で承認

10
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2025年度 全日本拳法会本部 役 員
本 部 長 浅井隆夫（範士九段）
副本部長 近田孝夫（範士八段）

山本敏雅（将士五段）
役 員

野澤侑樹（六段）
小澤早幸（六段）
高見裕行（六段）
西村静流（六段）
西村 環（五段）
大村 優（五段）

事務局長 小針隆明（三段）
事務局員 佐原 香（四段）

安藤慎吾（三段）
齋藤 淳（三段）
柳瀬弘子 (二段）

＋古武家伸章（二段）

顧 問 大橋千秋
IKKO Japan 
拳法会技術マニュアル・武道学委員会

（承認済）
委 員：山本敏雅・安藤慎吾

デジタル委員会
委員長：山本敏雅 11

2025の目標を達成しよう！
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2024年努力目標 コロナおよび少子化での会員減少復活対策・サスティナブル武道・生涯武道

1. 支部責任者から変わろう！
①武道学を習得しよう。教育のルネッサンス。
②指導者のコミニュケーション能力・・・声掛け（相手に受け入れられる）
③Web・Blog・SNSの活用能力・・・80％以上がネットから問い合わせ
④Onlineの活用・・・ZoomやGメッセンジャーでTVミーティング
④意義ある稽古内容・・・会員のためになる稽古（健康、人間形成etc)

2.コロナ世代が抱える問題が原因
①人との係わりが出来ない。
②大きな声を出すことが出来ない。

楽しい引力！
13

日本スポーツ少年団活動目的
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武徳杯併に第47回東海地区拳法優勝大会 反省

15

2025昇段昇級審査料改定

16

全日本


